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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第16期
第１四半期
累計期間

第17期
第１四半期
累計期間

第16期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 (千円) 658,448 777,155 3,015,283

経常利益 (千円) 93,540 121,554 500,567

四半期(当期)純利益 (千円) 61,229 77,068 312,763

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ― ―

資本金 (千円) 271,020 273,331 271,020

発行済株式総数 (株) 6,325,500 6,360,000 6,325,500

純資産額 (千円) 1,208,651 1,541,877 1,460,185

総資産額 (千円) 1,488,978 1,859,218 1,859,289

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 10.12 12.13 49.99

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 9.88 11.94 48.91

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 81.2 82.9 78.5
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．当社は、平成27年６月25日付で東京証券取引所マザーズ市場に上場しているため、第16期第１四半期累計期

間及び第16期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、新規上場日から第16期第１四半期会

計期間末及び第16期末までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、海外経済の減速や急速に進んだ円高の影響により先行きの不透明

な状況が続くものの、政府・日銀の政策により緩やかな回復基調で推移しました。また、雇用・所得情勢について

も改善傾向にありますが、消費者物価は前年を下回り、個人消費も弱含みで推移していることから、今後の見通し

については引き続き楽観視できない状況であります。

このような状況下、当社におきましてはＭＦＤ事業において、定期購入サービスである「栄養士おまかせ定期

便」の利用者拡大及び健康食通販カタログ『ミールタイム』及び『ミールタイム　ファーマ』の紹介ネットワーク

拡大を軸に推し進め、新規・定期購入顧客数の拡大に努めました。

マーケティング事業においては、健康食通販カタログ『ミールタイム』及び『ミールタイム　ファーマ』の２誌

に掲載する広告枠の販売が順調に推移しました。また、健康食通販カタログ『ミールタイム』の紹介ネットワーク

を活用した業務受託についても、新規クライアントの開拓や既存クライアントからの複数案件の獲得により順調に

推移しました。

　

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は777,155千円(前年同四半期比18.0％増)、営業利益は115,719千円

(同9.9％増)、経常利益は121,554千円(同29.9％増)、四半期純利益は77,068千円(同25.9％増)となりました。

 
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　ＭＦＤ事業

当セグメントにおきましては、四季ごとに実施している商品入れ替えに伴う新商品の開発、また、当社の管理栄

養士・栄養士が顧客の疾病、制限数値、嗜好に合わせて食事を選び定期購入できるサービス「栄養士おまかせ定期

便」への積極的な移行を中心として販売に注力した結果、ＭＦＤ事業における売上高は730,140千円(前年同四半期

比19.4％増)、セグメント利益(営業利益)は155,249千円(同21.4％増)となりました。

 
②　マーケティング事業

当セグメントにおきましては、健康食通販カタログ『ミールタイム』及び『ミールタイム　ファーマ』の２誌に

よる広告枠の販売、また、紹介ネットワークを活用した業務受託において複数の案件を獲得した結果、売上高は

47,014千円(前年同四半期比0.1％増)、セグメント利益(営業利益)は35,052千円(同3.6％増)となりました。
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(2) 財政状態の分析

①　総資産

当第１四半期会計期間末における総資産は前事業年度末より71千円減少し、1,859,218千円となりました。これ

は主に、現金及び預金の増加48,771千円があった一方、売掛金の減少46,818千円、商品の減少1,133千円、投資そ

の他の資産の減少1,427千円によるものであります。

②　負債

当第１四半期会計期間末における負債は前事業年度末より81,763千円減少し、317,340千円となりました。これ

は主に、買掛金の減少13,298千円、未払法人税等の減少65,739千円によるものであります。

③　純資産

当第１四半期会計期間末における純資産は前事業年度末より81,691千円増加し、1,541,877千円となりました。

これは主に、資本金及び資本剰余金の増加がそれぞれ2,311千円、利益剰余金の増加77,068千円によるものであり

ます。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,300,000

計 25,300,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,360,000 6,360,000
東京証券取引所
（マザーズ）

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり
ます。
また、単元株式数は100株で
あります。

計 6,360,000 6,360,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年４月１日～
平成28年６月30日

34,500 6,360,000 2,311 273,331 2,311 223,331
 

(注)　新株予約権の行使による増加であります。

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ファンデリー(E31574)

四半期報告書

 5/15



 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成28年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   平成28年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

6,324,700
63,247 ―

単元未満株式
普通株式

800
― ―

発行済株式総数 6,325,500 ― ―

総株主の議決権 ― 63,247 ―
 

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成28年４月１日から平成28年

６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３. 四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,317,865 1,366,636

  売掛金 165,493 118,675

  商品 249,428 248,294

  仕掛品 274 1,803

  貯蔵品 1,077 750

  その他 59,956 60,999

  貸倒引当金 △147 △84

  流動資産合計 1,793,948 1,797,075

 固定資産   

  有形固定資産 10,435 9,668

  無形固定資産 9,437 8,432

  投資その他の資産 45,468 44,041

  固定資産合計 65,341 62,142

 資産合計 1,859,289 1,859,218

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 114,474 101,176

  未払法人税等 112,420 46,680

  賞与引当金 18,248 11,183

  その他 146,286 150,608

  流動負債合計 391,430 309,649

 固定負債   

  資産除去債務 7,673 7,691

  固定負債合計 7,673 7,691

 負債合計 399,104 317,340

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 271,020 273,331

  資本剰余金 221,020 223,331

  利益剰余金 968,145 1,045,214

  株主資本合計 1,460,185 1,541,877

 純資産合計 1,460,185 1,541,877

負債純資産合計 1,859,289 1,859,218
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 658,448 777,155

売上原価 279,540 337,128

売上総利益 378,907 440,026

販売費及び一般管理費 273,630 324,307

営業利益 105,277 115,719

営業外収益   

 受取手数料 123 111

 保険解約返戻金 ― 1,218

 受取返戻金 ― 4,500

 その他 60 4

 営業外収益合計 183 5,834

営業外費用   

 支払利息 13 ―

 株式公開費用 11,905 ―

 営業外費用合計 11,919 ―

経常利益 93,540 121,554

税引前四半期純利益 93,540 121,554

法人税等 32,310 44,485

四半期純利益 61,229 77,068
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」(実務対応報

告第32号 平成28年６月17日)を当第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建物附属設備及

び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第１四半期累計期間において、四半期財務諸表への影響額はありません。

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第１四半期累計期間

(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

税金費用の計算

 

 

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
 至　平成27年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
 至　平成28年６月30日)

減価償却費 1,795千円 1,772千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．配当金支払額

　 該当事項はありません。

 
２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

　なるもの

　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成27年５月22日及び平成27年６月９日開催の取締役会決議に基づき、当第１四半期会計期間において

有償一般募集増資による新株式の発行を行い、資本金及び資本剰余金がそれぞれ105,570千円増加し、当第１四半期

会計期間末において資本金が271,020千円、資本剰余金が221,020千円となっております。

 

当第１四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１．配当金支払額

　 該当事項はありません。

 
２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

　なるもの

　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期損益
計算書計上額
(注)２ＭＦＤ

マーケ
ティング

計

売上高       

　外部顧客への売上高 611,489 46,959 658,448 658,448 ― 658,448

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 611,489 46,959 658,448 658,448 ― 658,448

セグメント利益 127,846 33,825 161,672 161,672 △56,395 105,277
 

(注) １．セグメント利益の調整額は全社費用△56,395千円であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第１四半期累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期損益
計算書計上額
(注)２ＭＦＤ

マーケ
ティング

計

売上高       

　外部顧客への売上高 730,140 47,014 777,155 777,155 ― 777,155

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 730,140 47,014 777,155 777,155 ― 777,155

セグメント利益 155,249 35,052 190,301 190,301 △74,581 115,719
 

(注) １．セグメント利益の調整額は全社費用△74,581千円であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 10円12銭 12円13銭

(算定上の基礎)   

　四半期純利益金額(千円) 61,229 77,068

　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

　普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 61,229 77,068

　普通株式の期中平均株式数(株) 6,048,577 6,351,192

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 9円88銭 11円94銭

(算定上の基礎)   

　四半期純利益調整額(千円) ― ―

　普通株式増加数(株) 150,128 105,890

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) 当社株式は平成27年６月25日に東京証券取引所マザーズ市場に上場しております。前第１四半期累計期間の潜在

株式調整後１株当たり四半期純利益金額の計算においては、新規上場日から前第１四半期累計期間の末日までの

平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成28年８月10日

株式会社ファンデリー

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   轟　　　　　芳　　英　　㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   秋　　田　　英　　明　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ファン

デリーの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第17期事業年度の第１四半期会計期間(平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ファンデリーの平成28年６月30日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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